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了05 有機性廃棄物 の 石油代替燃料 へ の 変換
一有機酸か らの 炭化水素生成の 機構
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【目的｝前報で 述べ た よ うに 、新規 に分離 したバ クテ リア は短鎖脂肪酸を基質 と し て ア

ル カ ン を生 成す る こ とが明 らか にな っ た 。 本研 究で は同株 にお い て炭化水 素が生成され

る機構 を明 らか に しよ うとする 。

【方法および結果】細胞 を破砕後細胞分画 を行 っ た と こ ろ、 ミク ロ ソ
ーム分画にパ ル ミ

チ ン酸か らア ルカ ン を生成する活性が認め られた 。 種々 の コ ン トロ ール 実験はこ れが細

胞成分 に 由来す る もの で な く新たに つ くられたも の で ある こ とが裏付 け られた 。   一MS

を用 いて分析 した と こ ろ 、 生成物 はペ ン タデカ ンおよびヘ キサデカ ン よ り成 っ て い た 。

　一
方 、 バ クテ リアの 生細胞に酢酸を基 質 として 与え た と こ ろ、生成物 と して CisHkg、

C2温恥 、　 CnHva、　 C ，，H ． が認 め られた 。

　　 これ らの 結果か ら、バ クテ リア にお ける アル カン生成の 機構につ い て考察 を行 っ た 。
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【目的 】変異原性物質 に よ っ て 誘発 さ れ る変 異 の 傾向を示す変異ス ペ ク トル は 作用 した

物質 に よ っ て 差 異が 見 られ る た め、変異原性物質の 質的評価 を行 うた め の指 標 とな る 。

我々 は S．t！yphimurium　TA98 復帰変異株 の変 異ス ペ ク トル 中 に高頻度で発 生する ホ ッ トス

ポ ッ ト変 異 とそ の 他 の 変異 を迅 速に 区別す るた め、ペ プチ ド核酸 を 用 い た clamping 　PCR
の 導入 を試 み た。さ らに こ の 手法を用 い て 1975−76、 1985−86 及び 1997−98 年 に採取 され

た 3 種 の 大気浮遊粉 じ んの 変異ス ペ ク トル解析 を行 っ た。

【方法及び結果】札幌市 の 市街 地 で 採 取 され た 3 種の 大気浮 遊粉 じん の ジ ク ロ ロ メタ ン

抽出物 を フ レー
ム シ フ ト変異株で あ る S．りyphimurium　TA98 を 用 いて エ ー

ム ス テ ス トを行
っ た と こ ろ 、 1975−76 年 の 試料 で は Sgmix の 有無 に よ っ て 復帰変異株 の コ ロ ニ ー

数に差
が見 られ たが 、1985−86年、 1997−98 年 にな るにつ れ て そ の 差が見 られな くな っ た 。次に、
ホ ッ トス ポ ッ ト変異 の 塩基配 列 と相補的なペ プチ ド核 酸 を添加 して clamping 　PCR を行 っ

た 。そ の 結果、ホ ッ トス ポ ッ ト変異株 の 鋳型の 増幅は特異的 に 阻害され た の に対 して 、
非 ホ ッ トス ポ ッ ト変異株 の 鋳 型 は正 常 な増幅が 見 られ た 。 増 幅産物は DNA 塩 基配 列 解
析 を 行 い 、 変 異ス ペ ク トル を作成 し た 。 そ の ス ペ ク トル で は 変異 の 種 類 の割 合 に は 大き
な差 は認め られ なか っ た。変異ス ペ ク トル の 詳細 な解析につ いて は 現在検討中 で あ る 。
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